
(57)【要約】

【課題】ユーザの迷惑になりにくく、かつ、電池電圧低

下の検出の旨を迅速にユーザに知らせる警報を発生する

警報器を提供する。

【解決手段】２４時間タイマー１６は２４時間のカウン

トを繰り返すタイマーであり、警報器の施工時にカウン

トを開始する。このため、２４時間タイマー１６は毎日

、施工した時刻になるとタイマー信号Ｓ３を出力する。

ＣＰＵ１３ａは火災センサ１１からの火災信号Ｓ１に応

じて、表示装置１４及びスピーカ装置１５を用いて、そ

の旨を伝える警報を発生する。電圧低下検出回路１２は

電池１０の電圧低下を検出する。ＣＰＵ１３ａは、電圧

低下検出回路１２が電圧低下を検出したときにすぐにス

ピーカ装置１５を用いた音による警報を発生せずに、２

４時間タイマー１６からのタイマー信号Ｓ３の出力を待

って、音による警報の発生を開始する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 異 常 を 検 出 す る 異 常 検 出 手 段 と 、 前 記 異 常 検 出 に 応 じ て 、 そ の 旨 を 伝 え る 警 報 を 発 生 す
る 異 常 警 報 発 生 手 段 と 、 動 作 電 源 を 供 給 す る 電 池 の 電 圧 低 下 を 検 出 す る 電 圧 低 下 検 出 手 段
と 、 前 記 電 圧 低 下 検 出 に 応 じ て 、 そ の 旨 を 伝 え る 警 報 音 を 発 生 す る 低 下 警 報 音 発 生 手 段 と
を 備 え た 警 報 器 で あ っ て 、
　 前 記 低 下 警 報 音 発 生 手 段 は 、 前 記 電 圧 低 下 を 検 出 し た と き に 予 め 定 め た 時 刻 又 は 時 間 帯
内 で な け れ ば 、 前 記 予 め 定 め た 時 刻 又 は 時 間 帯 内 に な る の を 待 っ て 、 前 記 警 報 音 の 発 生 を
開 始 す る こ と を 特 徴 と す る 警 報 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 警 報 器 で あ っ て 、
　 一 定 期 間 の カ ウ ン ト を 繰 り 返 す タ イ マ ー を さ ら に 備 え 、
　 前 記 一 定 期 間 は 、 毎 日 、 前 記 予 め 定 め た 時 刻 に な る 毎 に 前 記 タ イ マ ー に よ る カ ウ ン ト が
終 了 す る よ う な 値 に 設 定 さ れ 、
　 前 記 低 下 警 報 音 発 生 手 段 は 、 前 記 電 圧 低 下 を 検 出 し た と き に 前 記 タ イ マ ー が カ ウ ン ト 中
で あ れ ば 、 前 記 タ イ マ ー に よ る 一 定 期 間 の カ ウ ン ト が 終 了 す る の を 待 っ て 、 前 記 警 報 音 の
発 生 を 開 始 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 警 報 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 警 報 器 で あ っ て 、
　 前 記 一 定 期 間 は 、 ２ ４ 時 間 に 設 定 さ れ 、
　 前 記 タ イ マ ー は 、 前 記 ２ ４ 時 間 を カ ウ ン ト す る ２ ４ 時 間 タ イ マ ー で あ る こ と を 特 徴 と す
る 警 報 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ 又 は ３ 記 載 の 警 報 器 で あ っ て 、
　 前 記 タ イ マ ー は 、 当 該 警 報 器 に 対 す る 前 記 電 池 か ら の 前 記 動 作 電 源 の 供 給 開 始 に 応 じ て
カ ウ ン ト を 開 始 す る こ と を 特 徴 と す る 警 報 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 警 報 器 で あ っ て 、
　 時 計 手 段 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 低 下 警 報 音 発 生 手 段 は 、 前 記 電 圧 低 下 を 検 出 し た と き に 前 記 時 計 手 段 が 示 す 時 刻 が
前 記 予 め 定 め た 時 刻 又 は 時 間 帯 内 で な け れ ば 、 前 記 時 計 手 段 が 示 す 時 刻 が 前 記 予 め 定 め た
時 刻 又 は 時 間 帯 内 に な る の を 待 っ て 、 前 記 警 報 音 の 発 生 を 開 始 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 警
報 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ 何 れ か １ 項 記 載 の 警 報 器 で あ っ て 、
　 前 記 電 圧 低 下 の 検 出 に 応 じ て 直 ち に そ の 旨 を 伝 え る 表 示 を 行 う 表 示 手 段 を さ ら に 備 え た
こ と を 特 徴 と す る 警 報 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 警 報 器 に 係 り 、 特 に 、 異 常 を 検 出 す る 異 常 検 出 手 段 と 、 前 記 異 常 検 出 に 応 じ
て 、 そ の 旨 を 伝 え る 警 報 を 発 生 す る 異 常 警 報 発 生 手 段 と 、 駆 動 電 源 を 供 給 す る 電 池 と 、 該
電 池 の 電 圧 低 下 を 検 出 す る 電 圧 低 下 検 出 手 段 と 、 前 記 電 圧 低 下 検 出 に 応 じ て 、 そ の 旨 を 伝
え る 警 報 音 を 発 生 す る 低 下 警 報 音 発 生 手 段 と を 備 え た 警 報 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ガ ス 漏 れ 警 報 器 、 火 災 警 報 器 と い っ た 警 報 器 に は 、 電 池 か ら 動 作 電 源 が 供 給 さ れ る も の
が あ る 。 こ の た め 、 警 報 器 を 長 期 間 使 用 す る と 、 電 池 の 残 量 減 少 に 伴 っ て 、 電 池 電 圧 が 低
下 し て し ま う 。 そ し て 、 電 池 電 圧 が 警 報 器 の 動 作 限 界 電 圧 を 下 回 る と 、 警 報 器 は 動 作 し な
く な っ て し ま い 、 ガ ス 漏 れ や 火 災 と い っ た 異 常 を 検 出 す る こ と も 、 警 報 を 行 う こ と も で き
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な く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 上 述 し た よ う な 警 報 器 に は 、 電 池 電 圧 が 予 め 定 め た 基 準 電 圧 を 下 回 っ た と き 、
電 池 電 圧 の 低 下 を 検 出 し て 、 そ の 旨 を 伝 え る 警 報 を 発 生 す る 電 池 電 圧 低 下 警 報 機 能 を 持 た
せ て い る 。 上 述 し た 基 準 電 圧 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 動 作 限 界 電 圧 よ り 大 き な 値 に 設 定 さ
れ て お り 、 電 池 電 圧 の 低 下 が 検 出 さ れ て も 警 報 器 は し ば ら く 動 作 を 継 続 で き る 。 こ の 警 報
に よ っ て 、 ユ ー ザ は 電 池 電 圧 の 低 下 を 知 る こ と が で き 、 電 池 交 換 を 行 う こ と に よ り 、 警 報
器 が 動 作 し て い な い 状 態 で 異 常 が 発 生 し て し ま う と い う 事 態 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 警 報 の 仕 方 と し て は 、 例 え ば 音 声 や ブ ザ ー 音 と い っ た 警 報 音 に よ る 警 報 や 、
Ｌ Ｅ Ｄ の 点 滅 と い っ た 表 示 に よ る 警 報 が 提 案 さ れ て い る 。 従 来 で は こ れ ら 警 報 音 に よ る 警
報 も 表 示 に よ る 警 報 も 、 電 池 電 圧 の 低 下 検 出 と 同 時 に 発 生 さ せ て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 電 池 電 圧 の 低 下 を 検 出 し て す ぐ に 警 報 音 を 発 生 す る と 、 真 夜 中 に 電 池 電
圧 の 低 下 が 検 出 さ れ た 場 合 、 ユ ー ザ の 就 寝 中 に 警 報 音 が 鳴 り 響 く 可 能 性 が あ り 、 迷 惑 に な
る 恐 れ が あ る 。 そ こ で 、 音 に よ る 警 報 を 行 わ ず 、 表 示 に よ る 警 報 の み を 行 う こ と も 考 え ら
れ る が 、 表 示 に よ る 警 報 で は ユ ー ザ が 警 報 に 気 が つ き に く く 、 気 づ く の が 遅 れ れ ば 、 電 池
電 圧 が 警 報 器 の 動 作 限 界 電 圧 を 下 回 っ て し ま い 、 警 報 器 が 動 作 し て い な い 状 態 で 異 常 が 発
生 す る 恐 れ が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ７ ４ ２ ６ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 点 に 着 目 し 、 ユ ー ザ の 迷 惑 に な り に く く 、 か つ 、
電 池 電 圧 低 下 の 検 出 の 旨 を 迅 速 に ユ ー ザ に 伝 え る 警 報 を 発 生 す る 警 報 器 を 提 供 す る こ と を
課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 異 常 を 検 出 す る 異 常 検 出 手
段 と 、 前 記 異 常 検 出 に 応 じ て 、 そ の 旨 を 伝 え る 警 報 を 発 生 す る 異 常 警 報 発 生 手 段 と 、 動 作
電 源 を 供 給 す る 電 池 の 電 圧 低 下 を 検 出 す る 電 圧 低 下 検 出 手 段 と 、 前 記 電 圧 低 下 検 出 に 応 じ
て 、 そ の 旨 を 伝 え る 警 報 音 を 発 生 す る 低 下 警 報 音 発 生 手 段 と を 備 え た 警 報 器 で あ っ て 、 前
記 低 下 警 報 音 発 生 手 段 は 、 前 記 電 圧 低 下 を 検 出 し た と き に 予 め 定 め た 時 刻 又 は 時 間 帯 内 で
な け れ ば 、 前 記 予 め 定 め た 時 刻 又 は 時 間 帯 内 に な る の を 待 っ て 、 前 記 警 報 音 の 発 生 を 開 始
す る こ と を 特 徴 と す る 警 報 器 に 存 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 異 常 警 報 発 生 手 段 は 異 常 検 出 手 段 に よ る 異 常 検 出 に 応 じ
て 、 そ の 旨 を 伝 え る 警 報 を 発 生 す る 。 電 圧 低 下 検 出 手 段 は 電 池 の 電 圧 低 下 を 検 出 す る 。 低
下 警 報 音 発 生 手 段 は 、 電 圧 低 下 検 出 手 段 が 電 圧 低 下 を 検 出 し た と き に 予 め 定 め た 時 刻 又 は
時 間 帯 内 で な け れ ば 、 す ぐ に 警 報 音 を 発 生 せ ず に 、 予 め 定 め た 時 刻 又 は 時 間 帯 内 に な る の
を 待 っ て 、 警 報 音 の 発 生 を 開 始 す る 。 従 っ て 、 予 め 定 め た 時 刻 又 は 時 間 帯 を ユ ー ザ が 起 床
し て い る 間 に 設 定 す れ ば 、 予 め 定 め た 時 刻 又 は 時 間 帯 外 に 警 報 音 の 発 生 が 開 始 さ れ る こ と
が な い た め 、 ユ ー ザ が 就 寝 中 に 警 報 音 が 鳴 り 響 く と い う 事 態 を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 警 報 器 で あ っ て 、 一 定 期 間 の カ ウ ン ト を 繰 り 返
す タ イ マ ー を さ ら に 備 え 、 前 記 一 定 期 間 は 、 毎 日 、 前 記 予 め 定 め た 時 刻 に な る 毎 に 前 記 タ
イ マ ー に よ る カ ウ ン ト が 終 了 す る よ う な 値 に 設 定 さ れ 、 前 記 低 下 警 報 音 発 生 手 段 は 、 前 記
電 圧 低 下 を 検 出 し た と き に 前 記 タ イ マ ー が カ ウ ン ト 中 で あ れ ば 、 前 記 タ イ マ ー に よ る 一 定
期 間 の カ ウ ン ト が 終 了 す る の を 待 っ て 、 前 記 警 報 音 の 発 生 を 開 始 さ せ る こ と を 特 徴 と す る
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警 報 器 に 存 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 低 下 警 報 音 発 生 手 段 に お い て 、 タ イ マ ー は 一 定 期 間 の カ
ウ ン ト を 繰 り 返 す 。 一 定 期 間 は 、 例 え ば ２ ４ 時 間 や １ ２ 時 間 の よ う に 、 毎 日 、 予 め 定 め た
時 刻 に な る 毎 に タ イ マ ー に よ る カ ウ ン ト が 終 了 す る よ う な 値 に 設 定 さ れ て い る 。 低 下 警 報
音 発 生 手 段 は 、 電 圧 低 下 を 検 出 し た と き に タ イ マ ー が カ ウ ン ト 中 で あ れ ば 、 タ イ マ ー に よ
る 一 定 期 間 の カ ウ ン ト が 終 了 す る の を 待 っ て 、 警 報 音 の 発 生 を 開 始 さ せ る 。 従 っ て 、 一 定
期 間 の カ ウ ン ト を 繰 り 返 す タ イ マ ー を 用 い る こ と に よ り 、 高 価 な 時 計 手 段 を 用 い な く て も
、 予 め 定 め た 時 刻 に な る の を 待 っ て 、 警 報 音 の 発 生 を 開 始 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 警 報 器 で あ っ て 、 前 記 一 定 期 間 は 、 ２ ４ 時 間 に
設 定 さ れ 、 前 記 タ イ マ ー は 、 前 記 ２ ４ 時 間 を カ ウ ン ト す る ２ ４ 時 間 タ イ マ ー で あ る こ と を
特 徴 と す る 警 報 器 に 存 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 一 定 期 間 は ２ ４ 時 間 に 設 定 さ れ る 。 タ イ マ ー は ２ ４ 時 間
を カ ウ ン ト す る ２ ４ 時 間 タ イ マ ー で あ る 。 従 っ て 、 ２ ４ 時 間 タ イ マ ー に よ る カ ウ ン ト を 開
始 さ せ た 時 刻 を 予 め 定 め た 時 刻 と し て 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ 又 は ３ 記 載 の 警 報 器 で あ っ て 、 前 記 タ イ マ ー は 、 当 該
警 報 器 に 対 す る 前 記 電 池 か ら の 前 記 動 作 電 源 の 供 給 開 始 に 応 じ て カ ウ ン ト を 開 始 す る こ と
を 特 徴 と す る 警 報 器 に 存 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 、 動 作 電 源 の 供 給 が 開 始 さ れ る と 、 タ イ マ ー の カ ウ ン ト
を 開 始 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 警 報 器 施 工 時 に タ イ マ ー の カ ウ ン ト を 開 始 す る こ と が
で き る 。 従 っ て 、 施 工 さ れ る 時 刻 は 通 常 、 ユ ー ザ が 起 き て い る 時 刻 と な る 。 こ の た め 、 警
報 器 施 工 時 に 電 源 を 入 れ る と 自 動 的 に タ イ マ ー の カ ウ ン ト を 開 始 す る こ と が で き 、 し か も
、 ユ ー ザ が 起 床 し て い る 時 刻 を 予 め 定 め た 時 刻 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 警 報 器 で あ っ て 、 時 計 手 段 を さ ら に 備 え 、 前 記
低 下 警 報 音 発 生 手 段 は 、 前 記 電 圧 低 下 を 検 出 し た と き に 前 記 時 計 手 段 が 示 す 時 刻 が 前 記 予
め 定 め た 時 刻 又 は 時 間 帯 内 で な け れ ば 、 前 記 時 計 手 段 が 示 す 時 刻 が 前 記 予 め 定 め た 時 刻 又
は 時 間 帯 内 に な る の を 待 っ て 、 前 記 警 報 音 の 発 生 を 開 始 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 警 報 器 に
存 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 低 下 警 報 音 発 生 手 段 は 、 電 圧 低 下 を 検 出 し た と き に 時 計
手 段 が 示 す 時 刻 が 予 め 定 め た 時 刻 又 は 時 間 帯 内 で な け れ ば 、 時 計 手 段 が 示 す 時 刻 が 予 め 定
め た 時 刻 又 は 時 間 内 に な る の を 待 っ て 、 警 報 音 の 発 生 を 開 始 さ せ る 。 従 っ て 、 時 計 手 段 を
用 い る こ と に よ り 、 予 め 定 め た 時 刻 又 は 時 間 帯 を 制 限 な く 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ５ 何 れ か １ 項 記 載 の 警 報 器 で あ っ て 、 前 記 電 圧 低 下
の 検 出 に 応 じ て 直 ち に そ の 旨 を 伝 え る 表 示 を 行 う 表 示 手 段 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す
る 警 報 器 に 存 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 表 示 手 段 が 電 圧 低 下 の 検 出 に 応 じ て 直 ち に そ の 旨 を 伝 え
る 表 示 を 行 う 。 従 っ て 、 電 圧 低 下 検 出 後 に 、 直 ち に 警 報 音 が 発 生 さ れ な い 場 合 で あ っ て も
、 表 示 手 段 を 用 い た 警 報 は 直 ち に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 予 め 定 め た 時 刻 又 は 時 間 帯 を ユ ー ザ
が 起 床 し て い る 間 に 設 定 す れ ば 、 予 め 定 め た 時 刻 又 は 時 間 帯 外 に 警 報 音 の 発 生 が 開 始 さ れ
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る こ と が な い た め 、 ユ ー ザ が 就 寝 中 に 警 報 音 が 鳴 り 響 く と い う 事 態 を 避 け る こ と が で き る
の で 、 ユ ー ザ の 迷 惑 に な り に く く 、 か つ 、 電 池 電 圧 低 下 の 検 出 の 旨 を 迅 速 に ユ ー ザ に 知 ら
せ る 警 報 を 発 生 す る 警 報 器 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 一 定 期 間 の カ ウ ン ト を 繰 り 返 す タ イ マ ー を 用 い る こ と に
よ り 、 高 価 な 時 計 手 段 を 用 い な く て も 、 予 め 定 め た 時 刻 に な る の を 待 っ て 、 警 報 音 の 発 生
を 開 始 す る こ と が で き る の で 、 コ ス ト ダ ウ ン を 図 っ た 警 報 器 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ２ ４ 時 間 タ イ マ ー に よ る カ ウ ン ト を 開 始 さ せ た 時 刻 を 予
め 定 め た 時 刻 と し て 設 定 す る こ と が で き る の で 、 ユ ー ザ が 起 床 し て い る 時 刻 に ２ ４ 時 間 タ
イ マ ー に よ る カ ウ ン ト を 開 始 さ せ る だ け で 、 簡 単 に 、 ユ ー ザ が 就 寝 中 に 警 報 音 が 鳴 り 響 く
と い う 事 態 を 避 け る こ と が で き る 警 報 器 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 施 工 さ れ る 時 刻 は 通 常 、 ユ ー ザ が 起 き て い る 時 刻 と な る
。 こ の た め 、 警 報 器 施 工 時 に 電 源 を 入 れ る と 自 動 的 に タ イ マ ー の カ ウ ン ト を 開 始 す る こ と
が で き 、 し か も 、 ユ ー ザ が 起 床 し て い る 時 刻 を 予 め 定 め た 時 刻 と す る こ と が で き る の で 、
簡 単 に 、 タ イ マ ー の カ ウ ン ト を 開 始 さ せ る こ と が で き る 警 報 器 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 時 計 手 段 を 用 い る こ と に よ り 、 予 め 定 め た 時 刻 又 は 時 間
帯 を 制 限 な く 設 定 す る こ と が で き る の で 、 利 便 性 の 向 上 を 図 っ た 警 報 器 を 得 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 電 圧 低 下 検 出 後 に 、 直 ち に 警 報 音 が 発 生 さ れ な い 場 合 で
あ っ て も 、 表 示 手 段 を 用 い た 警 報 は 直 ち に 行 う こ と が で き る の で 、 ユ ー ザ の 迷 惑 に な り に
く く 、 か つ 、 電 池 電 圧 低 下 の 検 出 の 旨 を 迅 速 に ユ ー ザ に 知 ら せ る 警 報 を 発 生 す る 警 報 器 を
得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 警 報 器 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 警 報 器 と し て
、 火 災 警 報 器 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 火 災 警 報 器 は
、 こ の 火 災 警 報 器 の 動 作 電 源 を 供 給 す る 電 池 １ ０ と 、 火 災 セ ン サ １ １ と 、 電 圧 低 下 検 出 回
路 １ ２ と 、 ２ ４ 時 間 タ イ マ ー １ ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 述 し た 電 池 １ ０ は 、 例 え ば リ チ ウ ム 電 池 な ど が 用 い ら れ 、 火 災 警 報 器 の 動 作 電 源 を 供
給 す る 。 火 災 セ ン サ １ １ は 、 請 求 項 中 の 異 常 検 出 手 段 に 相 当 し 、 例 え ば 温 度 セ ン サ や 煙 セ
ン サ の 出 力 に 基 づ い て 火 災 の 発 生 を 検 出 し 、 こ の 火 災 発 生 検 出 に 応 じ て 火 災 信 号 Ｓ １ を 出
力 す る 。 電 圧 低 下 検 出 回 路 １ ２ は 、 請 求 項 中 の 電 圧 低 下 検 出 手 段 に 相 当 し 、 電 池 １ ０ の 両
端 電 圧 が 基 準 電 圧 を 下 回 っ た と き 、 電 池 電 圧 の 低 下 を 検 出 し て 、 こ の 電 池 電 圧 低 下 検 出 に
応 じ て 電 圧 低 下 信 号 Ｓ ２ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ２ ４ 時 間 タ イ マ ー １ ６ は 、 電 池 １ ０ か ら の 動 作 電 源 の 供 給 に 応 じ て ２ ４ 時 間 の カ ウ ン ト
を 繰 り 返 す も の で あ り 、 ２ ４ 時 間 の カ ウ ン ト が 終 了 す る 毎 に 、 タ イ マ ー 信 号 Ｓ ３ を 出 力 す
る 。 な お 、 上 述 し た 基 準 電 圧 は 従 来 と 同 様 に 図 ４ に 示 す よ う に 、 動 作 限 界 電 圧 よ り 大 き な
値 に 設 定 さ れ 、 さ ら に 、 基 準 電 圧 を 下 回 っ て か ら 動 作 限 界 電 圧 を 下 回 る ま で の 時 間 が 少 な
く と も 一 定 期 間 （ ２ ４ 時 間 ） を 超 え る 程 度 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 火 災 警 報 器 は 、 上 述 し た 火 災 信 号 Ｓ １ 、 電 圧 低 下 信 号 Ｓ ２ 及 び タ イ マ ー 信 号 Ｓ ３
が 供 給 さ れ る マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ １ ３ （ μ Ｃ Ｏ Ｍ １ ３ ） を さ ら に 備 え て い る 。 μ Ｃ Ｏ Ｍ
１ ３ は 、 予 め 定 め た プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 各 種 の 処 理 や 制 御 な ど を 行 う 中 央 処 理 ユ ニ ッ ト （
Ｃ Ｐ Ｕ ） １ ３ ａ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ ａ の プ ラ グ グ ラ ム な ど を 格 納 し た 読 み 出 し 専 用 メ モ リ で あ
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る Ｒ Ｏ Ｍ １ ３ ｂ と 、 各 種 の デ ー タ を 格 納 す る と 共 に Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ ａ の 処 理 作 業 に 必 要 な エ リ
ア を 有 す る 読 み 出 し 書 き 込 み 自 在 の メ モ リ で あ る Ｒ Ａ Ｍ １ ３ ｃ と を 内 蔵 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 火 災 警 報 器 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ ａ に よ り 制 御 さ れ 、 火 災 検 出 及 び 電 圧 低 下 検 出 を 表
示 に よ っ て 警 報 す る た め の 表 示 装 置 １ ４ と 、 音 に よ っ て 警 報 す る た め の ス ピ ー カ 装 置 １ ５
と を 備 え て い る 。 表 示 装 置 １ ４ は 、 火 災 検 出 に 応 じ て 点 滅 さ れ る 赤 色 発 光 ダ イ オ ー ド （ 赤
色 Ｌ Ｅ Ｄ ） と 電 圧 低 下 検 出 に 応 じ て 点 滅 さ れ る 緑 色 発 光 ダ イ オ ー ド （ 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ ） と を 有
し て い る （ 何 れ も 図 示 せ ず ） 。 な お 、 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ は 、 電 池 １ ０ か ら の 電 源 供 給 に 応 じ て 常
時 点 灯 さ れ る 。 ま た 、 ス ピ ー カ 装 置 １ ５ は 音 声 合 成 回 路 及 び 鳴 動 回 路 （ 何 れ も 図 示 せ ず ）
が 内 蔵 さ れ 、 音 声 及 び ブ ザ ー 音 の 両 方 が 出 力 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ は 、 ユ ー ザ が 図 示 し な い 引 き 紐 を 引 く と オ ン す る ス イ ッ チ で あ り
、 引 き 紐 を 引 っ 張 っ て 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ を オ ン す る と 表 示 装 置 １ ４ 及 び ス ピ ー カ 装 置 １ ５
か ら 発 生 し て い る 警 報 を 停 止 す る こ と が で き る 。 上 述 し た 火 災 セ ン サ １ １ は 、 ４ ． ３ Ｖ 電
源 回 路 １ ７ を 介 し て 電 池 １ ０ か ら 動 作 電 源 が 供 給 さ れ て い る 。 ま た 、 電 圧 低 下 検 出 回 路 １
２ 、 表 示 装 置 １ ４ 及 び ス ピ ー カ 装 置 １ ５ は 、 ３ ． ２ Ｖ 電 源 回 路 １ ８ を 介 し て 電 源 １ ０ か ら
動 作 電 源 が 供 給 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 し た 構 成 の 火 災 警 報 器 の 動 作 に つ い て 、 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 し て 以 下 説 明 す る 。 図
２ は 、 図 １ の 火 災 警 報 器 を 構 成 す る Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ ａ の 電 圧 低 下 警 報 処 理 に お け る 処 理 手 順 を
示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ３ は 、 タ イ マ ー 信 号 Ｓ ３ 、 電 圧 低 下 信 号 Ｓ ２ 、 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ
に よ る 警 報 及 び 音 に よ る 警 報 の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま ず 、 火 災 警 報 器 の 施 工 時 に 電 池 １ ０ が セ ッ ト さ れ る タ イ ミ ン グ 、 又 は 、 電 池 １ ０ が セ
ッ ト さ れ た 後 、 図 示 し な い 電 源 ス イ ッ チ が オ ン さ れ る タ イ ミ ン グ で 、 火 災 警 報 器 に 対 し て
電 池 １ ０ か ら 動 作 電 源 の 供 給 が 開 始 さ れ る と 、 ２ ４ 時 間 タ イ マ ー １ ６ が ２ ４ 時 間 カ ウ ン ト
を 開 始 し て 、 ２ ４ 時 間 毎 に タ イ マ ー 信 号 Ｓ ３ を 出 力 す る 。 例 え ば 、 １ ４ ： ０ ０ に 火 災 警 報
器 を 施 工 し た 場 合 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 毎 日 １ ４ ： ０ ０ に な る 毎 に 、 タ イ マ ー 信 号 Ｓ ３ が
出 力 さ れ る よ う に な る 。 こ の こ と か ら 明 ら か な よ う に 、 本 実 施 形 態 で は １ ４ ： ０ ０ が 請 求
項 中 の 予 め 定 め た 時 刻 と し て 設 定 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ ａ は 、 動 作 電 源 の 供 給 開 始 に 応 じ て 、 電 圧 低 下 警 報 処 理 を 開 始 す る 。
こ の 電 圧 低 下 警 報 処 理 に お い て 、 電 池 電 圧 が 基 準 電 圧 よ り も 下 回 り 、 電 圧 低 下 検 出 回 路 １
２ か ら 電 圧 低 下 信 号 Ｓ ２ が 出 力 さ れ る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ で Ｙ ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ ａ は 、 直 ち に
表 示 装 置 １ ４ 内 の 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ の 点 滅 を 開 始 し て 、 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ に よ る 電 圧 低 下 警 報 の 発 生 を
開 始 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 以 上 の こ と か ら 明 ら か な よ う に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ ａ 及 び 表 示 装
置 １ ４ が 請 求 項 中 の 表 示 手 段 と し て 働 く 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ の 後 、 ユ ー ザ が こ の 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ の 点 滅 に 気 づ い て 、 引 き 紐 を 引 っ 張 っ て 、 ス イ ッ チ Ｓ
Ｗ １ を オ ン に す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ３ で Ｙ ） 、 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ の 点 滅 を 終 了 し て 、 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ に
よ る 電 圧 低 下 警 報 の 発 生 を 停 止 さ せ た 後 （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 、 電 圧 低 下 警 報 処 理 を 終 了 す る
。 ユ ー ザ が 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ の 点 滅 に 気 づ か な い 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ ａ は 、 ２ ４ 時 間 タ イ マ ー １ ６
に よ る カ ウ ン ト が 終 了 し て タ イ マ ー 信 号 Ｓ ３ が 出 力 さ れ る の を 待 っ て （ ス テ ッ プ Ｓ ４ で Ｙ
） 、 ス ピ ー カ 装 置 １ ５ を 用 い た 警 報 音 の 発 生 を 開 始 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 。 警 報 音 の 一
例 と し て は 、 「 ピ ィ 、 ピ ィ 電 池 を 交 換 し て く だ さ い 」 な ど 音 声 と ブ ザ ー 音 と を 組 み 合 わ せ
て も よ い し 、 音 声 だ け で も 、 ブ ザ ー 音 だ け で も よ い 。 以 上 の こ と か ら 明 ら か な よ う に 、 Ｃ
Ｐ Ｕ １ ３ ａ 及 び ス ピ ー カ 装 置 １ ５ が 請 求 項 中 の 低 下 警 報 音 発 生 手 段 と し て 働 く 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ ａ は 、 ユ ー ザ が こ の 警 報 音 に 気 づ い て 、 引 き 紐 を 引 っ 張 っ て 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ
１ を オ ン す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ６ で Ｙ ） 、 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ の 点 滅 を 終 了 さ せ る と 共 に 、 警 報 音 の
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発 生 も 終 了 さ せ て （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 、 電 圧 低 下 警 報 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の 動 作 に よ れ ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 就 寝 時 間 で あ る ２ ３ ： ０ ０ ～ ７ ： ０
０ の 間 に 電 圧 低 下 が 検 出 さ れ て 電 圧 低 下 信 号 Ｓ ２ が 出 力 さ れ て も 、 す ぐ に は 警 報 音 は 発 生
さ れ ず 、 １ ４ ： ０ ０ に な っ て タ イ マ ー 信 号 Ｓ ３ が 出 力 さ れ る の を 待 っ て 、 警 報 音 の 発 生 が
開 始 さ れ る 。 こ の た め 、 １ ４ ： ０ ０ 以 外 に 警 報 音 の 発 生 が 開 始 さ れ る こ と が な い た め 、 ユ
ー ザ が 就 寝 中 に 警 報 音 が 鳴 り 響 く と い う 事 態 を 避 け る こ と が で き る 。 し か も 、 電 圧 低 下 を
検 出 し た と き に １ ４ ： ０ ０ で な く て も 、 １ ４ ： ０ ０ に な れ ば 、 ユ ー ザ に 警 報 音 に よ り 電 圧
低 下 を 知 ら せ る こ と が で き 、 ユ ー ザ の 迷 惑 に な り に く く 、 か つ 、 電 池 電 圧 低 下 の 検 出 の 旨
を 迅 速 に ユ ー ザ に 知 ら せ る 警 報 を 発 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 上 述 し た 火 災 警 報 器 に よ れ ば 、 ２ ４ 時 間 タ イ マ ー １ ６ を 用 い て 予 め 定 め た 時 刻 （
１ ４ ： ０ ０ ） に 警 報 音 の 発 生 が 開 始 で き る よ う に し て い る 。 こ の よ う に 、 ２ ４ 時 間 の カ ウ
ン ト を 繰 り 返 す タ イ マ ー を 用 い る こ と に よ り 、 高 価 な 時 計 用 Ｉ Ｃ を 用 い な く て も 、 予 め 定
め た 時 刻 に な る の を 待 っ て 、 警 報 音 の 発 生 を 開 始 す る こ と が で き る 。 ま た 、 タ イ マ ー に カ
ウ ン ト さ せ る 一 定 期 間 を ２ ４ 時 間 と す る こ と に よ り 、 ２ ４ 時 間 タ イ マ ー １ ６ に よ る カ ウ ン
ト を 開 始 さ せ た 時 刻 １ ４ ： ０ ０ を 予 め 定 め た 時 刻 と し て 設 定 す る こ と が で き る の で 、 ユ ー
ザ が 起 床 し て い る 時 刻 に ２ ４ 時 間 タ イ マ ー １ ６ に よ る カ ウ ン ト を 開 始 さ せ る だ け で 、 簡 単
に 、 ユ ー ザ が 就 寝 中 に 警 報 音 が 鳴 り 響 く と い う 事 態 を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た 火 災 警 報 器 に よ れ ば 、 電 池 １ ０ か ら の 動 作 電 源 の 供 給 開 始 に 応 じ て ２
４ 時 間 タ イ マ ー １ ６ の カ ウ ン ト を 開 始 し て い る 。 こ れ に よ り 、 火 災 警 報 器 施 工 に 応 じ て ２
４ 時 間 タ イ マ ー １ ６ の カ ウ ン ト を 開 始 す る こ と が で き る 。 通 常 、 火 災 警 報 器 が 施 工 さ れ る
時 刻 は ユ ー ザ が 起 き て い る 時 刻 と な る た め 、 火 災 警 報 器 施 工 時 に 自 動 的 に ２ ４ 時 間 タ イ マ
ー １ ６ の カ ウ ン ト 開 始 を 行 う こ と が で き 、 し か も 、 ユ ー ザ が 起 き て い る 時 刻 を 予 め 定 め た
時 刻 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 上 述 し た 火 災 警 報 器 に よ れ ば 、 表 示 装 置 １ ４ 内 の 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ を 用 い て 、 電 圧 低 下
の 検 出 に 応 じ て 直 ち に そ の 旨 を 伝 え る 表 示 が 行 わ れ る 。 従 っ て 、 電 圧 低 下 検 出 後 に 、 直 ち
に 警 報 音 が 発 生 さ れ な い 場 合 で あ っ て も 、 表 示 装 置 １ ４ を 用 い た 警 報 は 直 ち に 行 う こ と が
で き 、 ユ ー ザ の 迷 惑 に な り に く く 、 か つ 、 電 池 電 圧 低 下 の 検 出 の 旨 を 迅 速 に ユ ー ザ に 知 ら
せ る 警 報 を 発 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ ａ は 、 火 災 セ ン サ １ １ が 火 災 を 検 出 し て 火 災 信 号 Ｓ １ を 出 力 す る と 、
直 ち に 表 示 装 置 １ ４ を 用 い た 表 示 に よ る 火 災 警 報 及 び ス ピ ー カ 装 置 １ ５ を 用 い た 音 に よ る
火 災 警 報 の 両 方 を 開 始 す る 。 こ の こ と か ら 明 ら か な よ う に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ ａ 、 表 示 装 置 １ ４
及 び ス ピ ー カ 装 置 １ ５ は 請 求 項 中 の 異 常 警 報 発 生 手 段 と し て 働 く 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 タ イ マ ー が カ ウ ン ト す る 一 定 期 間 を ２ ４ 時 間 と し て い た
。 し か し な が ら 、 一 定 期 間 と し て は 、 毎 日 、 予 め 定 め た 時 刻 に な る 毎 に カ ウ ン ト が 終 了 す
る よ う な 値 で あ れ ば よ く 、 例 え ば 、 １ ２ 時 間 で あ っ て も よ い 。 １ ２ 時 間 の 場 合 は 、 例 え ば
、 ９ ： ０ ０ に カ ウ ン ト を 開 始 さ せ れ ば 、 毎 日 、 ９ ： ０ ０ と ２ １ ： ０ ０ に な る 毎 に 、 タ イ マ
ー 信 号 Ｓ ３ が 出 力 さ れ る 、 つ ま り 、 ９ ： ０ ０ か ２ １ ： ０ ０ 以 外 に 電 圧 低 下 を 伝 え る 警 報 音
の 発 生 が 開 始 さ れ る こ と が な い た め 、 就 寝 時 間 （ 例 え ば 、 ２ ３ ： ０ ０ ～ ７ ： ０ ０ ） 中 に 警
報 音 が 鳴 り 響 く と い う 事 態 を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 一 定 期 間 と し て は 、 例 え ば 、 ８ 時 間 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 例 え ば 、 １ ５ ：
０ ０ に カ ウ ン ト を 開 始 さ せ れ ば 、 毎 日 、 ７ ： ０ ０ 、 １ ５ ： ０ ０ 、 ２ ３ ： ０ ０ に な る 毎 に 、
タ イ マ ー 信 号 Ｓ ３ が 出 力 さ れ る 、 つ ま り 、 ７ ： ０ ０ 、 １ ５ ： ０ ０ 、 ２ ３ ： ０ ０ 以 外 に 電 圧
低 下 を 伝 え る 警 報 音 の 発 生 が 開 始 さ れ る こ と が な い た め 、 就 寝 時 間 （ 例 え ば 、 ２ ３ ： ０ ０
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～ ７ ： ０ ０ ） 中 に 警 報 音 が 鳴 り 響 く と い う 事 態 を 避 け る こ と が で き る 。 一 定 期 間 や 、 カ ウ
ン ト を 開 始 す る 時 刻 は 、 ユ ー ザ の 就 寝 時 間 に 合 わ せ て 決 め れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 動 作 電 源 の 供 給 に 応 じ て タ イ マ ー の カ ウ ン ト を 開 始 し て
い た 。 し か し な が ら 、 例 え ば 、 火 災 警 報 器 に カ ウ ン ト 開 始 ス イ ッ チ を 設 け 、 カ ウ ン ト 開 始
ス イ ッ チ の 操 作 に 応 じ て タ イ マ ー に よ る カ ウ ン ト を 開 始 さ せ る こ と も 考 え ら れ る 。 こ の 場
合 、 カ ウ ン ト 開 始 が 施 工 時 に 限 ら れ る こ と な く 、 任 意 の 時 刻 に カ ウ ン ト 開 始 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 タ イ マ ー を 用 い て い た が 、 タ イ マ ー の 代 わ り に 時 計 用 Ｉ
Ｃ （ 時 計 手 段 ） を 設 け る こ と も 考 え ら れ る 。 こ の 場 合 、 予 め 警 報 音 の 発 生 を 開 始 し て も よ
い 時 間 帯 を 定 め て お く （ 例 え ば ７ ： ０ ０ ～ ２ ２ ： ０ ０ ） 。 そ し て 、 電 圧 低 下 信 号 Ｓ ２ が 出
力 さ れ た と き に 時 計 用 Ｉ Ｃ が 示 す 時 刻 が 上 記 予 め 定 め た 時 間 帯 内 で あ れ ば 、 直 ち に 電 圧 低
下 の 旨 を 伝 え る 警 報 音 を 発 生 し 、 時 間 帯 外 で あ れ ば 、 時 間 帯 内 に な る の を ま っ て 、 電 圧 低
下 の 旨 を 伝 え る 警 報 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の た め 、 予 め 定 め た 時 間 帯 （ ７ ： ０ ０ ～ ２ ２ ： ０ ０ ） 以 外 で は 警 報 音 の 発 生 が 開 始 さ
れ る こ と が な い た め 、 ユ ー ザ の 就 寝 時 間 （ ２ ３ ： ０ ０ ～ ７ ： ０ ０ ） に 警 報 音 が 鳴 り 響 く と
い う 事 態 を 避 け る こ と が で き る 。 ま た 、 上 述 し た 時 間 帯 で は な く 、 予 め 警 報 音 の 発 生 を 開
始 し て も よ い 時 刻 を 定 め 、 電 圧 低 下 信 号 Ｓ ２ が 出 力 さ れ た と き に 時 計 Ｉ Ｃ が 示 す 時 刻 が 上
記 予 め 定 め た 時 刻 で あ れ ば 、 電 圧 低 下 の 旨 を 伝 え る 警 報 を 発 生 し 、 予 め 定 め た 時 刻 で な け
れ ば 、 予 め 定 め た 時 刻 に な る の を 待 っ て 、 電 圧 低 下 の 旨 を 伝 え る 警 報 を 発 生 す る よ う に し
て も よ い 。 時 計 用 Ｉ Ｃ は タ イ マ ー に 比 べ て 高 価 に な る が 、 警 報 音 の 発 生 を 開 始 す る こ と が
で き る 時 間 帯 や 時 刻 を 任 意 に 設 定 す る こ と が で き 、 利 便 性 は 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 警 報 器 と し て 、 火 災 警 報 器 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 火 災 警 報 器 を 構 成 す る Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ ａ の 電 圧 低 下 警 報 処 理 に お け る 処 理 手 順
を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 タ イ マ ー 信 号 Ｓ ３ 、 電 圧 低 下 信 号 Ｓ ２ 、 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ に よ る 警 報 及 び 音 に よ る 警 報
の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 時 間 の 経 過 に 応 じ た 電 池 電 圧 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 １ ０ 　 　 電 池
　 １ １ 　 　 火 災 セ ン サ （ 異 常 検 出 手 段 ）
　 １ ２ 　 　 電 圧 低 下 検 出 回 路 （ 電 圧 低 下 検 出 手 段 ）
　 １ ３ ａ 　 Ｃ Ｐ Ｕ （ 異 常 警 報 発 生 手 段 、 表 示 手 段 、 低 下 警 報 音 発 生 手 段 ）
　 １ ４ 　 　 表 示 装 置 （ 異 常 警 報 発 生 手 段 、 表 示 手 段 ）
　 １ ５ 　 　 ス ピ ー カ 装 置 （ 異 常 警 報 発 生 手 段 、 低 下 警 報 音 発 生 手 段 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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